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 電子政府構想が明らかになる中で，福祉関連とくに介護保険に関して具体的な IT 化の方

向性が示されていない．サービス利用者本位に介護サービスを選択できるようにするため

には，福祉情報システムの活用による利用者アドボカシーが必要である．その前提となる

のは情報公開の IT 化であり，あらゆる情報が電子データで公開されていることである．公

開された情報をケアマネジャー等の専門家が活用することで，利用者アドボカシーの担い

手としての役割を果たすことができる．また，情報公開フレームワークを検討すると情報

提供者と情報利用者との間に情報媒介者とフィルタリング機能の必要性を見出すことがで

きる． 
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